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１ 動機 

 

本研究を始めた動機は、本学園内にはビオトープが存在する。そのビオトープはミニサンクチュアリ

にも登録されており自然が住宅街にも関わらず残っているためそこには数多くの自然が残されている。

そこでビオトープ内にいる昆虫が気になったため。また、本当に昆虫が多いのか疑問に感じたため。 

 

２ 目的 

 

本研究の目的は48年前から今まで存在し続けたビオトープの昆虫での変化を明らかにし、その原因を

調査する。またビオトープの昆虫と他の場所との比較をし、その相違を明らかにする。 

 

３ 研究方法 

 

計３つの調査を行った。 

 

⑴ 一年を通してビオトープ内の昆虫を採集する。採集方法は手による直接採集または1m50cm の竿に

直径 30cm のメッシュネットを着けたものを使用し、トラップ類は使用しない。採集した昆虫は標

本を作成して種類を同定し、データとして記録する。また、一度採集した昆虫の種類は採集しな

いものとする。採集した昆虫のデータは過去の昆虫リストと比較し、変化した点がないか調査す

る。 

 

⑵ ビオトープ、中吉田公園(静岡市駿河区中吉田４３−１３)、熊野神社(静岡市清水区中之郷 435)の

３か所でチョウ以外の昆虫を調査対象とし、１回の調査時間を３０分として５回調査する。採集

方法は調査 1 と同様に、手による直接採集または 1m50cm の竿に直径 30cm のメッシュネットを着

けたものを使用し、トラップ類は使用しない。 

 

⑶ チョウの個体数をビオトープ、中吉田公園、熊野神社の３か所を調査対象として調べる。１回の

調査時間を３０分、５回調査する。チョウは科単位で採集した個体数をカウントし、3地点の個体

数を比較する。採集方法は調査1,2と同様とする。 
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４ 結果 

 

⑴ 過去のリストでは計 607 種の種が確認されている。今回の調査で確認された種数は約 200 種

に及んだ。またその中でも産卵や繁殖が確認された種もあった。過去にビオトープでは確認

されなかったが新たに確認された種もあった。しかし、同定が完了できた種もあるができな

かった種が大多数であり、さらに詳しく調べる必要がある個体が多数を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 3 か所で一番昆虫の種数が多かったのはビオトープであり、中吉田公園と熊野神社はほとんど

種数では変化が見られなかった。また、⑴同様に同定が完璧ではないため詳しく調べる必要

がある。表ア～表ウ(次ページ)がそれぞれビオトープ、中吉田公園、熊野神社の確認された

昆虫種名の表である。また図オ、図カは中吉田公園、熊野神社の様子である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図ア：ビオトープの外見     図イ：ビオトープの外見 

図ウ：アオスジアゲハの卵     図エ：アカボシゴマダラの幼虫 

図オ：中吉田公園の外見      図カ：熊野神社の外見 
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⑶ 3 か所で行った調査は科単位でアゲハチョウ、シジミチョウ、セセリチョウ、タテハチョウ、シロチョウを

カウントをした。 

シャクガの⼀種
〃
ヒメバチの⼀種
セイヨウミツバチ
チャバネアオカメムシ
クロバエの⼀種
セグロアシナガバチ
甲⾍の⼀種
ハエの⼀種
ヒメバチの⼀種
ヒメバチの⼀種
〃
オオハナアブ
ヒラタアブの⼀種
ウリハムシ
コツチバチの⼀種
コメツキムシの⼀種
キアシナガバチ
〃
〃
マガリケムシヒキの⼀種
ガの⼀種

表エ：３か所におけるアゲハチョウの個体数変異 表オ：３か所におけるシジミチョウの個体数変異 

表カ：３か所におけるセセリチョウの個体数    表キ：３か所におけるシロチョウの個体数変異 

ハリブトシリアゲアリ
クサカゲロウの⼀種
クロバエの⼀種
コツチバチの⼀種
チャバネアオカメムシ
ムーアシロホシテントウ
コツチバチの⼀種
クロウリハムシ
ツマアカベッコウ
ハムシの⼀種
ヒラタアブの⼀種
セグロアシナがバチ
ヒラタアブの⼀種
ナミテントウ
ジンガサハムシ
サシガメの幼⾍
ヒラタアブの⼀種
モリチャバネゴキブリの幼⾍
クサカゲロウの⼀種
オンブバッタ
ガガンボの⼀種
ガガンボの⼀種

ヨコバイの⼀種 ルリチュウレンジ
ナミテントウ クサギカメムシ
コアオハナムグリ ヒメバチの⼀種
ナナホシテントウ クロヤマアリ
セイヨウミツバチ コツチバチの⼀種
ハナアブの⼀種 べダリヤテントウ
ヒラタアブの⼀種 フタモンアシナガバチ
ハラオカメコオロギ オオハナアブ
ハエの⼀種 ハナアブの⼀種
ガの⼀種 キバチ
〃 ハナアブの⼀種
ヒラタアブの⼀種 キアシナガバチ
クモヘリカメムシ ハラビロカマキリ
コメツキムシの⼀種 キバラヘリカメムシ
ガの⼀種 クロホウジャク
エンマコオロギ ショウリョウバッタ
シャクガの⼀種 ウリハムシ
コフキゾウムシ カメムシの幼⾍
チャバネアオカメムシ ホシササキリ
甲⾍の⼀種 セイヨウミツバチ
ヒメバチの⼀種 ヒメハラナガツチバチ

表ア：ビオトープ内で確認された昆虫    表イ：中吉田公園で確認   表ウ：熊野神社で確認 

                        された昆虫         された昆虫 
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このような結果になり、ビオトープ、中吉田公園、熊野神社で共通して確認されたチョウはヤマトシ

ジミであった。ビオトープと中吉田公園で共通なものはナミアゲハ、イチモンジセセリ、ツマグロヒ

ョウモン、モンシロチョウ、キタキチョウであった。ビオトープではウラギンシジミ、ムラサキシジ

ミ、ウラナミシジミも確認することができた。そして熊野神社ではクロコノマチョウが確認できた。

ビオトープはやはり個体数が多かった。また、ビオトープでは１、２回目の調査の結果、シジミチョ

ウ科のヤマトシジミのみが確認された。しかし３回目の調査ではウラナミシジミがヤマトシジミより

も多く確認された。さらにその後４、５回目の調査ではヤマトシジミがまた姿を現し、ウラナミシジ

ミの数が減少した。総個体数はビオトープが一番多く次いで中吉田公園が2番、そして熊野神社が一

番少なかった。確認したチョウの種数もビオトープ、中吉田公園、熊野神社の順であった。 

 

５考察 

 

⑴ ～⑶の結果をふまえ植生と関係してくるのではないかと考え、植生マップを作成し植生とデータ

を比べてみた。すると単純な植物の種数と昆虫の種数を比べた結果、相関関係が見られなかった。

また、１０/２０の天候がビオトープの調査中に変わり始めた。表サのビオトープのチョウの減少

につながっているのではないかと考えられる。 

 

 

６今後の展望 

 

今研究ではまだ詳しい分析ができていないため、データをもう一度見直し、分析することが必要であ

る。今研究より継続的に昆虫を採集し、データ化を目指す。そのデータを過去のデータと比較する。

そして異なる条件の場所での調査をし昆虫相を比較する。植物との相関もまだ調べることができてい

ないため、今回調査した調査地の植物の詳細データを調べる。また、今回は短い間の調査だったが年

間を通しての昆虫相の調査もすべきである。 
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